
たまき
広　報 Public Information of Tamaki Town

December  2007

No.41612

注目の話題ピックアップ………●
平成 20 年度町県民税改正………●
後期高齢者制度………●
職員の人事行政・給与………●
年末年始業務のご案内………●
お知らせ広場………●
歴史こぼれ噺………●
まちかど掲示板………●

2

8

18

22

24

13

10

16



�城あとに夢を築くまち  たまき　2007-12

玉丸城太鼓の演奏で２日
目のオープニング

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
餅
ま
き

を
行
い
、
会
場
に
大
勢
の
観
客
が
詰

め
か
け
、
大
変
盛
り
上
り
ま
し
た
。

　

翌
28
日
は

晴
天
に
恵
ま

れ
、
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
は

玉
丸
城
太
鼓

保
存
会
の
演

奏
・
ミ
ス
伊

勢
志
摩
紹
介
や
伊
勢
大
神
楽
同
士
会

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
獅
子
舞
公
演
、

ア
ス
ピ
ア
玉
城
を
満
喫
『
秋
ま
つ
り
』

！

Pick up

注
目
の
話
題

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

T
am

aki T
ow

n Report

　

10
月
27
・
28
日
行
わ
れ
た
第
10
回

ア
ス
ピ
ア
玉
城『
秋
ま
つ
り
』は
、様
々

な
催
し
物
、
両
日
に
わ
た
っ
て
の
出

店
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

27
日
は
、あ
い
に
く
の
雨
に
な
り
、

ス
テ
ー
ジ
を
「
ふ
れ
あ
い
の
館｣
ロ

ビ
ー
に
移
し
開
会
、
全
国
マ
ジ
ッ
ク

大
会
に
も
出
演
さ
れ
て
い
る
ヒ
ロ
さ

ん
が
手
作
り
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
披

露
。
午
後
か
ら
は
、
ふ
れ
あ
い
広
場

テ
ン
ト
内
で
餅
つ
き
体
験
が
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
重

い
杵
を
持
ち
、奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

ヒロさんのマジックショー

出店には行列が続きました

芝が見えない程に櫓を囲む人々

澄んだ空気の中、優雅に舞う獅子

玉丸城太鼓（子ども）
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第
32
回
三
重
県
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
決
勝
が
10
月
６
日
、
鈴

鹿
市
立
体
育
館
で
開
か
れ
、
当
町
の

愛
好
者
ら
で
作
る
「
玉
城
友
愛
」
が
、

見
事
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し

た
。
今
大
会
に
は
、
県
内

か
ら
１
２
０
チ
ー
ム
が
参

加
。
玉
城
友
愛
は
５
年
ぶ

り
２
度
目
の
優
勝
と
な
り

ま
す
。

　

16
日
、
辻
村
町
長
は
同

チ
ー
ム
の
練
習
会
場
を
訪

れ
、
優
勝
の
結
果
を
称
え

ま
し
た
。
祝
福
の
こ
と
ば

を
受
け
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の

中
村
栄
子
さ
ん
は
優
勝
で

き
た
こ
と
の
関
係
者
へ
の

感
謝
と
、「
今
後
も
全
員

バ
レ
ー
で
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
玉
城
友
愛
は
９

月
23
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
11
回
コ
カ
・
コ
ー
ラ

セ
ン
ト
ラ
ル　

ジ
ャ
パ
ン　

カ
ッ
プ

三
重
県
大
会
」
で
も
２
回
目
の
優
勝

を
果
た
し
、
12
月
に
津
市
で
開
催
さ

れ
る
東
海
大
会
に
出
場
を
決
め
、
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

発
表
な
ど
の
後
、
町
内
外
か
ら
参
加

し
た
約
40
人
の
み
な
さ
ん
は
活
発
に

意
見
交
換
さ
れ
、
伊
勢
路
サ
イ
ン
に

つ
い
て
考
え
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

伊
勢
か
ら
熊
野
へ
、
い
に
し
え
の

旅
人
た
ち
が
歩
い
た
「
熊
野
古
道
伊

勢
路
」
を
、
再
び
多
く
の
人
々
が
巡

る
コ
ー
ス
と
し
て
甦
ら
せ
よ
う
と
、

伊
勢
か
ら
熊
野
へ
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ

プ
「
伊
勢
路
図
絵
」
を
作
成
し
た
「
熊

野
古
道
伊
勢
路
を
結
ぶ
し
く
み
づ
く

り
実
行
委
員
会
」
が
10
月
６
日
、
田

丸
城
郭
内
の
三
ノ
丸
御
殿
奥
書
院
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
熊
野
古

道
伊
勢
路
を
歩
く
コ
ー
ス
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
道
に
な
る
よ
う
、
単
な
る

伊
勢
路
を
結
ぶ
サ
イ
ン
（
道
標
）
に

止
ま
ら
ず
、
熊
野
古
道
と
地
域
を
結

び
つ
け
る
サ
イ
ン
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
う
え
で
の
サ
イ
ン
の
役

割
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く

た
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

尾
鷲
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
紀
北
く
ま
の
道
」

代
表
の
川
端　

守
さ
ん
に
よ
る
、「
も

う
一
つ
の
世
界
遺
産
の
道
﹃
サ
ン

チ
ャ
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
﹄

の
サ
イ
ン
に
学
ぶ
」
と
題
し
た
事
例

第
32
回
三
重
県
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
決
勝
大
会

「
玉
城
友
愛
」
優
勝

！

熊
野
古
道
「
伊
勢
路
サ
イ
ン
」
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

！

研究成果発表を聞く参加者

県大会優勝の玉城友愛チーム

　

本
町
の
中
心
、
田
丸
は
、
古
来

陸
上
交
通
の
要
衝
で
田
辺
の
丘
を

通
っ
て
大
和
を
結
ぶ
初
瀬
街
道
と

外
城
田
の
丘
を
通
る
熊
野
街
道（
世

界
遺
産
熊
野
古
道
出
立
の
地
）
が

交
わ
り
伊
勢
に
通
じ
て
い
ま
し
た
。
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参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
く
面
白
い

歌
が
沢
山
あ
り
お
話
も
大
変
良
か
っ

た
」「
親
子
一
緒
に
遊
べ
て
よ
か
っ

た
」
な
ど
嬉
し
い
感
想
を
多
数
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
研
修
会
が
行
わ
れ
、
町

内
外
の
保
育
士
ら
60
人
が
参
加
し
、

す
ぐ
に
使
え
る
楽
し
い
遊
び
歌
や
ダ

ン
ス
を
学
び
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
ど
う
遊
べ
ば
い
い

か
わ
か
ら
な
い
大
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
を
真
ん
中
に
大
人

が
手
と
手
を
つ
な
い
で
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　

子
育
て
に
楽
し
さ
を

見
つ
け
て
も
ら
お
う
と

10
月
13
日
、
中
央
公
民

館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
二

本
松
は
じ
め
さ
ん
こ
と

ピ
カ
リ
ン
を
招
き
、「
手

と
手
を
つ
な
い
で
は
じ

め
よ
う
！
～
ピ
カ
リ
ン

と
あ
そ
ぼ
う
～
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
男
女
共
同
参
画
事
業

の
一
環
で
開
い
た
も
の
で
、
今
年
で

５
回
目
。
参
加
し
た
１
３
０
組
の
親

子
が
手
と
手
を
つ
な
ぎ
あ
い
、
一
緒

に
体
を
動
か
し
笑
顔
い
っ
ぱ
い
遊
び

ま
し
た
。

　

遊
び
の
最
後
は
、
３
歳
児
か
ら
小

学
４
年
生
ま
で
の
52
人
の
子
ど
も
た

ち
が
「
は
じ
め
よ
う
！
」「
ヤ
ー
レ

ン
ソ
ー
ラ
ン
舟
を
出
せ
！
」
の
２
曲

の
ダ
ン
ス
を
披
露
。
ひ
孫
さ
ん
の
楽

し
そ
う
な
姿
を
見
に
来
て
く
れ
た
91

歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
微
笑
ま
し
い

姿
も
あ
り
ま
し
た
。

ピ
カ
リ
ン
の
親
子
遊
び
に

手
と
手
を
つ
な
い
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い

！
ステージで踊るダンスサポーター

約130組の親子・家族連れ

ボ
な
わ
と
び
」
で
は
、
応
援
の
歓
声

が
飛
び
交
い
、
た
く
さ
ん
の
町
民
が

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
昼
の
時
間
を
利
用
し
て

行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
さ
れ

た
田
丸
Ｂ
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
体
育

祭
ポ
ス
タ
ー
の
入
選
者
な
ど
が
表
彰

さ
れ
た
ほ
か
、
玉
城
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
よ
る
行
進
な
ど
も
あ
り
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

第
52
回
町
民
体
育
祭
が
10
月
14
日
、

お
城
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
の
開
会
式
に
続
き
、
全

員
で
「
元
気
で
す
た
ま
き
」
の
健
康

体
操
を
し
た
あ
と
、
老
人
会
の
み
な

さ
ん
が
参
加
す
る
「
Ｇ
ｏ
ｏ
d
！

ボ
ー
ル
」、
保
育
所
園
児
ら
の
「
だ

る
ま
さ
ん
が
コ
ロ
ン
だ
」
な
ど
12
種

目
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
職
域
や
地
域
の
有
志

の
み
な
さ
ん
が
参
加
す
る
「
ジ
ャ
ン

ス
ポ
ー
ツ
で
秋
を
満
喫

第
52
回
町
民
体
育
祭

！

障害物競走、ゴールに向かって一直線

ジャンボなわとびに参加した子どもたち
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平
成
19
年
度
農
林
水
産
祭
、
豊

か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
で

「
有
限
会
社　

玉
城
ア
ク
ト
フ
ァ
ー

ム
」（
代
表
者
：
野
口
好
久
・
所
在

地
：
原
４
２
６
６
）
が
農
林
水
産
大

臣
賞
に
輝
き
、
10
月
19
日
、
東
海
農

政
局
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

㈲
玉
城
ア
ク
ト
フ
ァ
ー
ム
は
「
玉

城
町
の
発
展
と
一
次
産
業
で
あ

る
農
業
の
活
性
化
に
貢
献
す
る

会
社
を
目
指
す
」、「
事
業
を
通

じ
て
、
都
市
と
農
村
、
消
費
者

と
生
産
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
、
玉
城
町
の
活

性
化
の
一
躍
を
担
い
、
合
わ
せ

て
農
業
の
発
展
を
目
指
す
」
こ

と
を
経
営
理
念
と
し
、「
ふ
る

さ
と
味
工
房
ア
グ
リ
」
で
農
畜

産
物
の
産
直
販
売
の
他
、
年
間

を
通
じ
て
人
を
集
め
る
た
め
、

体
験
教
室
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
の
参
画
も
盛
ん

で
、
会
員
の
中
で
自
ら
食
品
衛

生
法
に
定
め
る
製
造
・
販
売
許
可
を
取

得
し
、「
ジ
ャ
ム
」
や
「
た
け
の
こ
の

水
煮
」
な
ど
の
商
品
を
製
造
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
経
営
理
念
に
従
っ

た
「
玉
城
町
の
農
業
及
び
玉
城
町
を

元
気
に
す
る
」
た
め
の
活
動
が
評
価

さ
れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

の
活
力
が
衰
え
、
暮
ら
し

に
く
く
な
る
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
適
切
な
役
割
分

担
の
も
と
、
住
民
で
で
き

る
こ
と
は
住
民
で
行
う
こ

と
を
基
本
と
し
、
防
災
・

防
犯
体
制
の
確
立
、
地
域

福
祉
の
推
進
、
教
育
支
援

の
充
実
な
ど
地
域
に
お
い

て
取
り
組
み
が
必
要
な
課

題
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
面
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
展
の
た
め

の
方
策
を
①
自
治
区
等
の

改
善
②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
担
う
人
づ
く
り
③

各
種
組
織
・
団
体
へ
の
補
助
金
の
あ

り
方
に
分
け
て
提
言
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
将
来
へ
の
期
待
と
し
て
地

域
協
議
会
（
仮
称
）
の
育
成
と
町
行

政
と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
15
日
、
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会

議
（
岡
野
信
也　

会
長
）
か
ら
『
た

ま
き
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
』
に

つ
い
て
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

提
言
書
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
育
成
の
必
要
性
と
し
て
地
域
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
進
む
と
地
域

㈲
玉
城
ア
ク
ト
フ
ァ
ー
ム
が
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

！

「
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議
」
が
提
言
書
を
提
出

！

提言書を町長に渡す岡野会長（中）と秋山副会長（右）

受賞された野口社長（左）と受賞を称える辻村町長
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で
の
邦
人
の
犠
牲
も
報
じ

ら
れ
る
な
か
、
先
の
大
戦

に
お
い
て
心
な
ら
ず
も
故

郷
の
家
族
に
想
い
を
残
し
、

路
傍
の
礎
と
な
ら
れ
し
御

霊
に
は
、
穏
や
か
で
心
温

か
い
家
族
の
待
つ
、
こ
の

玉
城
の
地
に
お
い
て
、
安

ら
か
に
お
眠
り
い
た
だ
け

る
よ
う
、
平
和
な
町
を
築

き
あ
げ
る
こ
と
を
お
誓
い

い
た
し
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

式
辞
の
後
、
遺
族
代
表
、

小
林
町
議
会
議
長
ら
が
追

悼
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
世
代
を
担

う
玉
城
中
学
校
生
徒
を
代
表
し
て
、

大
津
秀
平
さ
ん
、
大
谷
知
広
さ
ん
が

恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
読
み
上
げ
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
参
列
者
全
員
が
祭
壇
に

菊
の
花
を
手
向
け
、
戦
没
者
の
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。

　

第
79
回
町
戦
没
者
追
悼
式
が
10

月
20
日
、
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
遺
族
、
来
賓
ら
約
２
２
０

人
が
参
列
。
全
員
で
戦
没
者
の
霊
に

黙
と
う
を
捧
げ
、
国
歌
斉
唱
に
続
き
、

式
辞
で
辻
村
町
長
は
、「
紛
争
地
域

平
和
の
誓
い
新
た
に
戦
没
者
追
悼
式

！

約1,000本の菊の花に囲まれた追悼碑

　

そ
の
後
、

保
健
福
祉
会

館
に
移
動
し
、

相
可
高
校
食

物
調
理
科
の

協
力
の
も
と

行
わ
れ
た
試

食
会
で
は
、
空
芯
菜
の
炒
め
物
や
酢

の
物
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
空
芯
菜
の
植
栽
場
を
拡

げ
、
さ
ら
に
お
堀
の
浄
化
に
努
め
て

い
く
そ
う
で
す
。

　

10
月
30
日
、
玉
城
中
学
校
と
相
可

高
校
の
生
徒
ら
が
、「
田
丸
城
跡
水

質
浄
化
に
お
け
る
『
空く
う
し
ん
さ
い

芯
菜
』」
の

収
穫
と
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
今
年
の
６
月
に
玉
城
中
学

校
生
徒
会
が
相
可
高
校
（
生
産
経
済

科
）
と
と
も
に
、
水
質
浄
化
・
栽
培

す
る
た
め
田
丸
城
跡
の
外
堀
に
空
芯

菜
を
植
栽
。

　

６
月
と
今
回
の
水
質
調
査
に
よ
る

と
値
も
下
が
り
浄
化
も
認
め
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
そ
し
て
生
徒
ら
の
手
に

よ
り
空
芯
菜
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
へ
の
取
り
組
み

《
玉
城
中
学
校
＆
相
可
高
校
》

！

「空芯菜」収穫のようす

外堀に立てられた取組看板「空芯菜」を使った料理（2 品）を試食する中学生
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華やぐ文化展

コラム町長

COLUMN in December,2007

L e t t e r  t o  y o u

　日増しに寒さの増す今日この頃、いかがお過
ごしでしょうか。
　
　町の将来の発展に大きくつながっていく出来
事が続いています。
　11 月 6 日、松下電工㈱伊勢工場で、本社（大阪）
から畑中浩一代表取締役社長をはじめ工事関係
者が出席され、ＩＴ端末コネクタの最速ものづ
くり工場としての新棟の竣工を祝いました。ま
た、京セラミタ㈱についても同日、本社（大
阪）から田川芳博取締役が来庁され、新工場完
成の報告を受けました。来春、操業に向けて情
報機器消耗品（トナーなど）製造の設備を整え
る予定であるということであります。企業誘致
や工場拡張については、地域間競争が激しい中
で玉城町を選んでいただいたことに感謝してお
り、地域の皆様のご理解にも厚く御礼申し上げ
ます。
　両社とも、地球環境問題【温暖化対策（ＣＯ 2
削減）】に配慮した先進的な取り組みを進めて
いますが、今年から町内各地でも農村地域の資
源を守る取り組みが進められています。その内
容は周辺の環境美化や生き物観察会、地区全員
参加の収穫交流会など活動を広げていただいて
います。
　このような取り組みや下水道の普及によっ
て、田丸地区に流れている善兵衛川に昔いたシ
ジミやタナゴが蘇ってきたと伺っています。
　自然・人さらには玉城町の魅力が増す環境づ
くりを、皆様と共に進めていきたいと考えてい
ます。

平成 19 年 11 月 13 日　町長室にて

　　　　　　玉城町長

　

町
の
文
化
の
祭
典
が
11
月
３
・
４
日

の
両
日
、
中
央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー

ル
お
よ
び
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
３
日
、
町
文

化
協
会
主
催
の
第
21
回
芸
能
発
表
会

が
開
か
れ
、
16
団
体
が
出
演
し
、
大

正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
民

踊
、
詩
吟
な
ど
日
頃
の
成
果
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

文
化
の
祭
典
に
ぎ
わ
う

！

※
こ
の
模
様
は
「
玉
城
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

　

で
も
放
送
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
両
日
を

通
じ
、
第
33
回
町
民
創
作
美
術
文
化
展

が
開
か
れ
、
生
涯
学
習
講
座
生
の
作
品

を
は
じ
め
、
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
の
作
品
３
５
０
点
あ
ま
り
が
展
示

さ
れ
、
会
場
は
終
日
華
や
い
だ
雰
囲
気

に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

文化協会芸能発表大会
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住民税の改正

　

税
源
移
譲
の
影
響
に
よ
る
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
適
用
者
の
税
負
担
の
増

加
を
防
ぐ
た
め
、
調
整
措
置
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
調
整
措
置
の
対
象
者

は
、
税
源
移
譲
の
影
響
に
よ
り
、
所

得
税
か
ら
差
し
引
く
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
が
所
得
税
を
上
回
り
、
同
控
除

額
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
人
な
ど
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
（
た
だ
し
、
平
成

11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
に
入
居
し

た
人
に
限
る
）
は
、
申
告
す
る
こ
と

に
よ
り
、
控
除
の
差
額
に
相
当
す
る

額
を
、
平
成
20
年
度
以
降
の
住
民
税

（
所
得
割
）
か
ら
減
額
で
き
ま
す
。

住民税の改正

　

減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、
そ
の

年
の
3
月
15
日
（
平
成
20
年
は
3
月

17
日
）
ま
で
に
、
役
場
税
務
住
民
課

へ
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

申
告
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

所得税額

住宅ローン控除額 納付税額

所得税額 所得税額が減少

住宅ローン控除額 Ａ

税源移譲前

税源移譲後

Ａこの差額分を住民税から減額
できます

住民税の住宅ローン控除の
適用を受ける方

住宅借入金等特別税額控除申告書の
提出方法

所 得 税 の 確 定 申 告 を
さ れ な い 方

源泉徴収票を添付して役場へ提出

所 得 税 の 確 定 申 告 を
さ れ る 方

所得税の確定申告書とともに税務署へ提出

①②のいずれか
小さい金額 ―

平成 19 年分の所得税額
 住宅ローン控除の適用が
 ないものとした場合の所
 得税額                         

＝
控除差額
  平成 20 年度住民税（からの減額            ）

①平成 19 年分の住宅ローン控除可能額
②平成 19 年分の課税所得に税源移譲前の税率を適用した場合の所得税額（住宅ローン控

除の適用がないものとした場合の所得税額）

住
民
税
か
ら
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
創
設

■計算方法

▲

～国から地方への税源移譲に伴う
　　　　　経過措置などのお知らせ～

平成20年

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         ）
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損
害
保
険
料
控
除
の
改
正
と
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設

　

平
成
19
年
所
得
が
減
っ
て
所
得
税

が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
、
申
告
す
れ
ば
平
成
19
年
度
住

民
税
（
所
得
割
）
を
税
源
移
譲
前
で

計
算
し
た
額
に
減
額
す
る
経
過
措
置

が
で
き
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
は
次
の
条
件
を
満
た

す
人
で
す
。

条
件
①　

平
成
19
年
度
住
民
税
の

課
税
所
得
金
額
（
申
告
分
離
課
税

分
を
除
く
）
が
所
得
税
と
住
民
税

と
の
人
的
控
除
額
の
差
の
合
計
額

よ
り
大
き
い

条
件
②　

平
成
20
年
度
住
民
税
の

課
税
所
得
金
額
（
申
告
分
離
課
税

分
を
含
む
）
が
所
得
税
と
住
民
税

と
の
人
的
控
除
額
の
差
の
合
計
額

よ
り
小
さ
い

計
算
方
法
は
、
平
成
19
年
度
住
民

税
か
ら
税
源
移
譲
前
の
税
率
を
適
用

し
た
税
額
を
差
し
引
い
た
額
を
減
額

（
還
付
）
し
ま
す
。

　

減
額
を
受
け
る
に
は
、
平
成
19
年

　

昭
和
15
年
1
月
2
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
合
計
所
得
金
額
が
１

２
５
万
円
以
下
の
人
に
適
用
さ
れ
て

い
た
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
急
激
な
税
負
担
を
軽
減
す
る
経

過
措
置
と
し
て
、
平
成
18
年
度
に
は

税
額
の
2
／
3
、
平
成
19
年
度
に
は

1
／
3
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
に
は
こ
の
経
過
措
置
が

な
く
な
り
ま
す
。

　

近
年
多
発
し
て
い
る
地
震
災
害
を

受
け
、
個
人
の
備
え
に
よ
る
将
来
的

な
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
地
震

保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
損
害
保
険

料
控
除
が
変
わ
り
ま
す
。

　

税
源
移
譲
に
よ
る
平
成
19
年
度
改

正
に
つ
い
て
、「
広
報
た
ま
き
」
6

月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
税
務
住
民
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
（
５
８
）
８
２
０
１

改 正 前 改 正 後

保 険 料
の 種 類

住民税 所得税 住民税 所得税

短期損害
保 険 料

最　高
2,000 円

最　高
3,000 円

制度がなくなります

長期損害
保 険 料

最　高
10,000 円

最　高
15,000 円

経過措置として、平成 18
年 12 月 31 日までに契約
した改正前の控除が適用
されます

地 震
保 険 料

制度はありませんでした

保険料など
の額の 2 分
の 1

最　高
25,000 円

保険料など
の額

最　高
50,000 円

年
度
間
の
所
得
変
動
に

よ
る
経
過
措
置

65
歳
以
上
の
人
へ
の
非

課
税
措
置
の
経
過
措
置

が
廃
止

度
分
住
民
税
を
課
税
し
た
平
成
19
年

1
月
1
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
区
町

村
へ
平
成
20
年
7
月
中
に
「
減
額
申

告
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
他
の

市
区
町
村
へ
転
居
さ
れ
た
方
は
申
告

先
を
お
間
違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
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医
療
制
度
改
革
の
必
要
性

　

わ
が
国
は
、
国
民
皆
保
険
の
も
と

高
い
医
療
水
準
を
維
持
し
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
は
急
速
な
少
子
高
齢
化
、
経

済
の
低
迷
な
ど
医
療
制
度
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
成
長
が
鈍
化
し
て
も
老
人
医

療
費
を
中
心
に
高
い
伸
び
率
で
増
え
続

け
る
医
療
費
に
よ
り
医
療
保
険
財
政
や

地
方
財
政
は
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
こ

の
ま
ま
で
は
制
度
運
営
が
で
き
な
く
な

る
と
い
う
危
機
意
識
の
も
と
、
医
療
保

険
制
度
の
将
来
に
わ
た
る
持
続
的
か
つ

安
定
的
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
医

療
制
度
の
構
造
改
革
の
必
要
性
が
議
論

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
現
行
制
度

の
ま
ま
高
齢
者
向
け
の
給
付
水
準
を

維
持
し
た
場
合
は
、
現
役
世
代
の
保

険
料
や
税
負
担
が
増
加
す
る
一
方
、

社
会
保
障
費
の
水
準
は
低
く
な
る
な

ど
の
影
響
が
生
じ
、
高
齢
者
世
代
と

現
役
世
代
と
の
不
公
平
感
が
高
ま
り

ま
す
。
平
成
18
年
6
月
に
公
布
さ
れ

た
「
健
康
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
で
は
、
互
助
精
神
の
も
と

に
、
高
齢
者
世
代
と
現
役
世
代
の
負

担
を
公
平
化
・
明
確
化
し
、
高
齢
者

の
心
身
の
特
性
や
生
活
実
態
を
踏
ま

え
た
適
切
な
医
療
の
給
付
を
行
う
た

め
、
独
立
し
た
医
療
制
度
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
が
創
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
し
く
み

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
現
行
の
老
人

保
健
制
度
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
75
歳
以
上
の
方
と

一
定
の
障
害
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た

65
歳
以
上
の
方
は
、
国
民
健
康
保
険

な
ど
の
各
種
健
康
保
険
に
加
入
し
な

が
ら
「
老
人
保
健
制
度
」
で
医
療
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
は
、
そ
れ
ら
を
脱
退
し
、
新

し
く
創
設
さ
れ
る
独
立
し
た
医
療
保

険
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
へ
加

入
し
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

［
参
考　

左
図
：
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
し
く
み
（
概
略
）］

平
成
20
年
４
月
か
ら
高
齢
者
の
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す

保
険
料
の
納
入

被
保
険
者
証
引
渡
し

医
療
費
請
求

医
療
費
支
払
い

支　
援　

金

公
費
負
担

申請等受付
保険料徴収

財政運営・保険料の決定
資格管理・医療の給付等

各  医  療  保  険

被保険者証交付

国
都 道 府 県（国保・被用者保険等）

市  町  村 広  域  連  合

被  保  険  者 医  療  機  関
75歳以上の高齢者等

診　療

保険料の一括納付
公費負担・情報提供

被保険者証の提示
医療費の一部負担

○後期高齢者医療制度のしくみ（概略）

75
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
新
た
な
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
が
は
じ
ま
り
ま
す
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三
重
県
内
の
29
市
町
す
べ
て
が
加

入
す
る
『
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
』
が
運
営
主
体
と
な
り
、

財
政
運
営
、
保
険
料
の
決
定
、
医
療

の
給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
に
お
い
て
は
、
被
保

険
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
窓
口
事
務

（
各
種
届
出
・
申
請
の
受
付
）
や
保

険
料
の
徴
収
事
務
を
行
い
ま
す
。

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

〒
５
１
４
︱
０
０
０
３

　

三
重
県
津
市
桜
橋
二
丁
目
96
番
地

　

三
重
県
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

０
５
９
︱
２
２
１
︱
６
８
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
５
９
︱
２
２
１
︱
６
８
８
１

Ｅ
メ
ー
ル

K
oukikourei-m

ie@
union.m

ie-
kokikorei.lg.jp

ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
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○
75
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方

　
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は

除
き
ま
す
）

○
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が
あ
り
、

広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
方

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と

な
る
と
き
】

　

75
歳
の
誕
生
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。
た
と
え
ば
、
平
成
20
年
8
月
8

日
が
75
歳
の
誕
生
日
の
方
は
、
平
成

20
年
8
月
8
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
す
で
に
老
人
保
健
制
度
の
適

用
を
受
け
て
い
る
方
や
平
成
20
年
４

月
１
日
ま
で
に
75
歳
を
迎
え
ら
れ
る

方
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
医
療
機
関
を
受
診
す

る
と
き
に
、
健
康
保
険
証
と
老
人
保

健
の
医
療
受
給
者
証
の
2
枚
を
提
出

し
て
い
ま
し
た
が
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
加
入
後
は
、
国
民
健
康
保
険

や
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
（
被
扶

養
者
）
で
は
な
く
な
る
た
め
、
新
た

に
広
域
連
合
が
交
付
す
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
１
枚
の
み

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
は
１
人
に
１
枚
交

付
さ
れ
、自
己
負
担
割
合
が
「
１
割
」

か
「
3
割
」
か
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
医
療
機
関
等
を
受
診
さ

れ
る
場
合
は
必
ず
提
示
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
自
己
負
担
の
割
合
や
一
か
月
の

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

の
自
己
負
担
限
度
額
な
ど
は
、

現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
原
則

同
じ
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

は
、
介
護
保
険
制
度
と
同
様

に
、
全
員
の
被
保
険
者
一
人

ひ
と
り
に
対
し
て
保
険
料
を

算
定
、
賦
課
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
に
よ
っ
て
、
従
前
の
保
険

は
脱
退
す
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
保
険
の
保
険
料
の

重
複
負
担
は
無
く
な
り
ま
す

が
、
社
会
保
険
等
の
被
扶
養

者
と
し
て
保
険
料
の
実
質
的

負
担
が
な
か
っ
た
方
は
新
た

に
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
率
は
、
広
域
連
合

区
域
（
三
重
県
）
内
で
原
則

均
一
と
な
る
よ
う
、
国
が
定

め
た
基
準
に
基
づ
き
広
域
連

合
の
条
例
で
定
め
ま
す
。

 

運
営
主
体 

新
制
度
ポ
イ
ン
ト

１

 

加
入
者      

新
制
度
ポ
イ
ン
ト

２

 

被
保
険
者
証

新
制
度
ポ
イ
ン
ト

３

 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

新
制
度
ポ
イ
ン
ト

４
年間の保険料＝所得割額（所得に応じた額）+均等割額（一人あたりの額）
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【
保
険
料
の
軽
減
】

　

所
得
の
低
い
方
は
、
世
帯
の
所
得

水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の
う
ち
「
均

等
割
」
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
軽
減
の

割
合
は
７
割
、
５
割
又
は
２
割
に
段

階
的
に
設
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
保
険
料
の
負
担
が

生
じ
る
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
と
き
か
ら

２
年
間
、
所
得
割
を
課
さ
ず
、
均
等

割
を
５
割
軽
減
す
る
激
減
緩
和
措
置

が
な
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
負
担
に
つ
い
て

は
、
現
在
国
で
更
な
る
負
担
軽
減
措

置
の
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、今
後
、

政
令
等
に
よ
り
内
容
が
変
更
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
保
険
料
の
納
め
方
】

　

原
則
、年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
の
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の

方
や
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
、
年
金
額

の
１
／
２
を
超
え
る
場
合
は
、
天
引

き
で
は
な
く
、
個
別
に
納
付
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
福
祉
課　

☎
（
５
８
）
８
２
０
３
へ

項 目 老 人 保 健 制 度 後 期 高 齢 者 医 療 制 度
（H20.4.1 施行）

運営主体 市町村 広域連合
（都道府県単位で全市町村加入）

対 象 者
75 歳以上

（65 歳以上で一定の障害があり制度に
加入するかたを含む）

老人保健制度と同じ

加入形態

それぞれの医療保険に加入
　　　　　　　　　　　　　　　　

市町村が行う老人保健
医療を受ける

それぞれの医療保険を脱退し広域連
合が運営する後期高齢者医療制度に
加入

医 療 費
の 給 付

療養の給付等 老人保健制度と同じ

一部負担 １割負担（現役並み所得者は３割） 老人保健制度と同じ

保 険 料
の 負 担

老人保健制度自体での保険料負担は
ない

（国民健康保険や社会保険等、それぞ
れの保険者へ保険料を納付する）

被保険者は、広域連合が条例で定め
た保険料率により算定した保険料を
納付する

○老人保健制度と後期高齢者医療制度との比較

老人保健
医療受給者証

保険証

保険証

→

→
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職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額状況
（平成 19 年４月１日現在）

区　　分 一般行政職員 技能労働職 医　療　職
平 均 給 料 月 額 309,235 円 286,207 円 313,140 円
平 均 給 与 月 額 330,992 円 287,671 円 326,515 円
平 均 年 齢 40.8 歳 54.2 歳 44.5 歳

（注）給与は、基本給である給料に諸手当を含んだものです。

　

地
方
公
務
員
の
勤
務
の
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ
る
給
与
は
、
民
間
と
の
比
較
、
国
家
公
務
員
や
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体

の
職
員
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
玉
城
町
職
員
の
人
事
行
政
の
運
営
、
な
ら
び
に
支
給
さ
れ
て
い
る
給
与
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

玉
城
町
職
員
の
人
事
行
政
、
給
与
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

職員の級別職員数の状況　　　　　　　　　（平成 19 年４月１日現在）
給料表は、職務の内容や責任の程度によって、いくつかの級に区分されます。

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
計標準的な職務の内容 主事 主事 主査 主幹 主幹 参事

雇 主事 所長

一般行政職 職員数（人） 6 5 60 11 5 6 93
構成比 6.5% 5.4% 64.5% 11.8% 5.4% 6.5% 100.0%

技能労務職 職員数（人） 0 0 28 - - - 28
構成比 0.0% 0.0% 100.0% 100.0%

医 療 職 職員数（人） 0 0 6 4 0 - 10
構成比 0.0% 0.0% 60.0% 40.0% 0.0% 100.0%

（注）・標準的な職務の内容とは、標準職務表による代表的な職名を示しています。
　　・町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

職員１人当たりの額　　　　　　（平成 18 年度決算額）
職 員 １ 人 当 た り の 給 料 3,795,000 円

職 員 １ 人 当 た り の 給 与 5,500,000 円

ラ ス パ イ レ ス 指 数 94.1
※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与を 100 とした

場合の当町職員の給与水準

職員の初任給の状況　　　　　　　　　（平成19年４月１日現在）

区　　分
町 国

初　任　給 初　任　給
高　校　卒 138,400 円 138,400 円
短　大　卒 151,000 円 151,000 円
大　学　卒 170,200 円 170,200 円

（一般行政職）

給

与

　町職員の
給与状況
　町職員の
給与状況
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特別職の報酬等の状況　（平成 19 年４月１日現在）
区　　分 給料月額等 期末手当

給　

料

町　長 780,000 円
（741,000 円） ６月期　2.1 月分

12 月期　2.3 月分
計　4.4 月分

副町長 590,000 円
（560,500 円）

教育長 525,000 円
（498,750 円）

※町長、副町長、教育長の給料については、平成 18
年 7 月 1 日から平成 22 年 4 月 18 日まで、5/100
を減額しており、（　）内は減額後の額です。

町議会議員の報酬等の状況
（平成 19 年４月１日現在）

区　　分 報酬月額 期末手当

報　

酬

議　長 280,000 円

６月期　1.4 月分
12 月期　1.6 月分

計　3.0 月分

副議長 215,000 円

委員長 205,000 円

議　員 195,000 円

期末・勤勉手当、退職手当の状況

期末・
勤勉手当

（平成 19 年度支給割合）
期 末 勤 勉

６月期 1.4 月分 0.725 月分
12 月期 1.6 月分 0.725 月分

計 3.0 月分 1.450 月分
　　職制上の段階、職務の
　　級等による加算措置有り

退職手当

（平成 19 年度支給率）
定年・勧奨

最高限度額 59.28 月分
勤続 20 年 27.30 月分

25 年 42.12 月分
35 年 59.28 月分

（注）期末・勤勉手当の支給割合および退職
　　 手当の支給率は国と同じです。

扶養手当、住居手当、通勤手当（平成 19 年４月１日現在）
区　分 内　　　　容

扶養手当

配偶者 13,500 円
配偶者以外の扶養親族２人まで 6,000 円
ただし、配偶者のない場合の１人目 11,000 円
扶養親族でない配偶者を有する場合の１人目 6,500 円
その他の扶養親族 5,000 円
なお、満 16 歳以上 22 歳までの子について（加算額） 5,000 円

住居手当 平成 17 年度から廃止

通勤手当

・交通機関利用者
　55,000 円未満 実費
　55,000 円以上 最高 55,000 円
・自家用車等の利用者
　片道６㎞～ 10㎞未満 2,000 円
　片道 10㎞～ 15㎞未満 4,100 円
　片道 15㎞～ 20㎞未満 6,500 円
　片道 20㎞～ 25㎞未満 8,900 円
　片道 25㎞～ 30㎞未満 11,300 円
　片道 30㎞～ 35㎞未満 13,700 円
　片道 35㎞～ 40㎞未満 16,100 円
　片道 40㎞～ 45㎞未満 18,500 円
　片道 45㎞～ 50㎞未満 20,900 円
　片道 50㎞～ 55㎞未満 21,800 円
　片道 55㎞～ 60㎞未満 22,700 円
　片道 60㎞以上 23,600 円

特

別

人件費
985,743 千円

投資的経費
625,632 千円

公債費 537,799 千円扶助費
301,581 千円

その他
1,785,661 千円

給料
480,566 千円

扶養手当 7,974 千円通勤手当
1,093 千円

時間外勤務手当
11,450 千円

管理職手当
9,600 千円

期末手当
128,871 千円

勤勉手当
62,295 千円

管理職特別勤務手当
555千円
特勤手当
332千円

児童手当 3,665 千円

退職手当組合員負担金
79,264 千円

投開票事務手当
3,688 千円歳出額

4,236,416 千円

給与費総額
789,353 千円

（注）人件費には、一般会計の給与のほか、町長、
副町長、議会議員等の特別職に属する職員
の給料、報酬等を含んでいます。

23.3％23.3％

14.8％14.8％

12.7％12.7％7.1％7.1％

42.2％42.2％

人件費の状況　　　 （平成 18 年度普通会計決算）
（単位：千円）

職員給与費の状況　　  （平成 19 年度一般会計当初予算）
（単位：千円）

手

当
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　町職員の
勤務状況
　町職員の
勤務状況

■
職
員
の
採
用
状
況

　

職
員
の
採
用
は
、
行
政
需
要
の
動

向
や
今
後
の
退
職
者
数
な
ど
を
考
慮

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度

中
に
は
、
医
療
職
で
４
人
を
採
用
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
19
年
４
月
１
日
の
職

員
新
規
採
用
状
況
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。区　

　
　

分

採
用
人
数

一
般
行
政
職
（
事
務
）

２

単

純

労

務

職

０

医

療

職

４

■
職
員
の
退
職
状
況

　

平
成
18
年
度
中
（
平
成
18
年
４
月

１
日
～
19
年
３
月
31
日
）
の
職
員
退

職
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

定
年
退
職
普
通
退
職
勧
奨
退
職

計

１

７

０

８

■
勤
務
時
間

　

週
40
時
間
勤
務
で
、
１
日
の
勤
務

時
間
は
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
で
す
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
業
務
の

効
率
化
な
ど
を
目
的
に
午
後
７
時
ま

で
窓
口
を
延
長
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、勤
務
時
間
帯
を
ず
ら
す
な
ど
、

業
務
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
勤
務
形

態
を
と
っ
て
い
ま
す
。

■
休
暇
制
度

　

休
暇
に
は
大
き
く
次
の
４
つ
が
あ

り
ま
す
。

①
年
次
有
給
休
暇
：
１
年
（
暦
年
）

あ
た
り
20
日
間
の
年
次
有
給
休
暇

が
与
え
ら
れ
ま
す
。
残
数
が
あ
る

場
合
は
、
20
日
を
限
度
と
し
て
翌

年
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
病
気
休
暇
：
病
気
療
養
に
必
要
な

期
間
（
90
日
以
内
）
に
つ
い
て
有

給
で
与
え
ら
れ
ま
す
。

③
特
別
休
暇
：
特
定
の
事
由
に
基
づ

い
て
有
給
で
認
め
ら
れ
ま
す
。
結

婚
休
暇
、
忌
引
休
暇
、
産
前
・
産

後
休
暇
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
、

夏
季
休
暇
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

④
介
護
休
暇
：
配
偶
者
な
ど
の
介
護

が
必
要
な
期
間
（
連
続
し
て
６
カ

月
以
内
）
に
つ
い
て
無
給
で
与
え

ら
れ
ま
す
。

■
分
限
処
分

　

分
限
処
分
は
、
公
務
能
率
を
維
持

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
心
身
の

故
障
や
職
に
必
要
な
適
格
性
を
欠
く

な
ど
、一
定
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
、

職
員
の
意
に
反
す
る
不
利
益
な
身
分

上
の
変
動
を
も
た
ら
す
処
分
で
す
。

そ
の
種
類
と
し
て
、
免
職
、
降
任
お

よ
び
休
職
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
分
限
処
分
の
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

免
職

降
任

休
職

計

０

０

３

３

■
懲
戒
処
分
の
状
況

　

懲
戒
処
分
は
、
職
員
が
法
令
や
職

務
上
の
義
務
な
ど
に
違
反
し
た
場
合

に
道
義
的
責
任
を
問
う
こ
と
に
よ

り
、
公
務
に
お
け
る
規
律
と
秩
序
を

維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
処
分

で
す
。

　

そ
の
種
類
と
し
て
、
免
職
、
停
職
、

減
給
お
よ
び
戒
告
が
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
信
頼
を

確
保
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
と
も

服
務
規
律
の
遵
守
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、
不
祥
事
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
厳
正
に
処
分
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
懲
戒
処
分
の
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

免
職

停
職

減
給

戒
告

計

０

０

０

３

３

　　

職
員
の
給
料
、
人
事
行
政
に
関
す

る
こ
と
は
、
総
務
課
☎
（
５
８
）
８

２
０
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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●健康管理センター　☎（５８）７３７３
　地域包括支援センター　
　　役場業務に同じ
●保健福祉会館・ふれあいホール

　☎（５８）８０００
　年末　12 月 28 日（金）まで
　年始　１月４日（金）から
※ヘルストロン・機能回復訓練室の使用は 28

日（金）まで、年始は４日（金）から。

●さくら児童館　☎（５８）８５２７
●梅がおか児童館　☎（５８）８３４５
　年末　12 月 28 日（金）まで
　年始　１月７日（月）から
●社会福祉協議会　☎（５８）６９１５
　年末　12 月 28 日（金）まで
　年始　１月４日（金）から
　ことぶき人材センター、福祉バス運行も同じ。
●休日応急診療所 
　（伊勢市八日市場：伊勢市福祉健康センター）
　内科・小児科　☎（２５）８７９５
　12 月 30 日～１月３日（昼・夜）
※夜間は年間を通じて変更ありません
　歯科　☎（２７）０８２９
　12 月 30 日～１月３日（午前 10 時～午後５時）
その他の診療科目は「救急医療システム」
☎（２８）１１９９へ
●医療ねっとみえ　

☎０８００（１００）１１９９

●伊勢広域環境組合清掃工場　
☎（３７）１２１８

　年末　12 月 29 日（土）まで
　　　　〈22 日（土）～ 24 日（月）を除く〉
　　　　　　　午後４時 45 分まで受け入れ
　年始　１月４日（金）から
　年末は例年大変混雑し、長時間お待ちいた
だくことがあります。早目の搬入にご協力く
ださい。
●伊勢広域環境組合斎場（火葬場）

　☎（２８）５１２０
　１月１日のみ休業
●上下水道業務　☎（５８）８２０７
　使用者の管理内（メーターより屋内側）で発
生した水道管の破裂等については、直接指定給
水装置工事事業者へ修理をご依頼ください。
　また、本管側（メーターより道路側）での破
裂については役場もしくは下記の工事事業者に
ご連絡ください。

12・１月　㈱桜井組　☎（５８）３０６７
　
　水道管が凍結・破裂しやすい季節となってき
ました。屋外に露出した水道管には、保温材を
つけるなど凍結防止対策をお願いします。　
▼水道・下水道料金の納期
　納期は、12 月 25 日（火）となります。

保 健 ・ 福 祉

●玉城病院　☎（５８）３０３９
　年末　12 月 28 日（金）午前まで
　年始　１月４日（金）から
※ 12 月 30 日（日）は午前中診察いたします。
　年末年始の急患は、来院される前にご連絡く
ださい。

☎58-8213へ年末年始閉庁期間中役場へご用の方は

医療ねっとみえ
携帯電話サービス

今、診てもらえる医療機関を探す
http://www.qq.pref.mie.jp/
左の二次元バーコードを携帯で読み、
携帯電話でもご利用いただけます。
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一 般 事 務

●玉城町役場　☎（５８）８２００
　年末　12 月 28 日（金）午後５時まで
　年始　１月４日（金）午前８時 30 分から
●戸籍関係の届出は宿直室へ

　☎（５８）８２１３
　閉庁期間中の死亡届などの戸籍関係の届出や
火葬・埋葬の申請などで役場にお越しの際は、
厚生棟（役場庁
舎裏）１階の宿
直 に お 申 し 出
ください。

スポーツ・文化施設

●中央公民館・総合グラウンド・体育センター・
お城広場（占有使用の場合）・町営テニスコート

　☎（５８）６３３１
　年末　12 月 28 日（金）午後５時まで
　年始　１月４日（金）午前８時 30 分から

●村山龍平記念館・奥書院
　☎（５８）８２１２

　年末　12 月 28 日（金）午後５時まで
　年始　１月４日（金）午前８時 30 分から

月・木コース 火・金コース
可 燃 物 12 月 29 日（土）12 月 28 日（金）
カ ン・ 金 属 類 12 月 19 日（水）
プ ラ ス チ ッ ク 12 月 28 日（金）
ペ ッ ト ボ ト ル 12 月 27 日（木）
資源びん・ガラ
ス・ く ず び ん
類・ 陶 磁 器 類

12 月 26 日（水）

田丸・有田地区 外城田・下外城田
古 紙・ 布 類 12 月 27 日（木）12 月 28 日（金）

月・木コース 火・金コース
可 燃 物 １月７日（月） １月４日（金）
カ ン・ 金 属 類 １月 16 日（水）
プ ラ ス チ ッ ク １月  ８日（火）
ペ ッ ト ボ ト ル １月 10 日（木）
資 源 び ん・ ガ
ラス・くず びん
類・ 陶 磁 器 類

１月  ９日（水）

田丸・有田地区 外城田・下外城田
古 紙・ 布 類 1 月 3 日（木） 1 月 4 日（金）

アスピア玉城

●ふれあいの館・ふるさと味工房アグリ
　年末　12 月 30 日（日）まで
　年始　１月２日（水）から
※ 12 月 26 日（水）、１月２日（水）は臨時営業
※ 12 月 30 日（日）、１月２日（水）、３日（木）

の営業は午後６時まで
※１月 15 日（火）は

臨時休業

環 境 ・ 衛 生

●し尿くみ取り
　年末　12 月 28 日（金）まで
　年始　１月４日（金）から
　　但し、５・６日は休業です
お申し込み予約は 12 月 11 日（火）までに
　奥山衛生　　　☎（５８）２７２２ 
　度会玉城衛生　☎（５８）４６４９
●ごみの収集

＜年始初日＞

＜年末最終日＞

年末年始業務のご案内
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お知らせ広場

玉
城
町
商
工
会
☎
（
５
８
）
３
２
１
１

　

次
の
通
り
Ｊ
Ｒ
田
丸
駅
前
及
び
大
手
町
通
り
に

お
い
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

▼
期　
　

間　

12
月
1
日（
土
）

～
１
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
︹
予
定
︺

▼
時　
　

間　

日
没
～
午
後
10
時

　
　
　
　
　
　

※
大
晦
日
は

　
　
　
　
　
　
　

夜
明
け
ま
で

税
務
住
民
課
☎
（
５
８
）
８
２
０
1

12
月
5
日
「
特
設
人
権
相
談
」
を
開
設
し
ま
す

　

相
続
、
親
子
、
離
婚
、
い
じ
め
、
体
罰
、
近
所

付
き
合
い
な
ど
相
談
所
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
特
設
人
権
相
談
】

▼
日　
　

時　

12
月
5
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館　

和
室

人
権
週
間
12
月
4
日
～
10
日

子
育
て
支
援
事
業
だ
よ
り

さ
く
ら
児
童
館
☎
（
５
８
）
８
５
２
７

■
０
・
１
ひ
ろ
ば

▼
日　
　

時　

12
月
19
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

さ
く
ら
児
童
館

▼
内　
　

容　
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を
つ
く
ろ
う
」

■
２
歳
児
の
お
子
さ
ん
集
ま
れ
ー
！

▼
日　
　

時　

12
月
5
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

さ
く
ら
児
童
館

▼
対　
　

象　

平
成
16
年
4
月
２
日
～
17
年
4
月

　
　
　
　
　
　

１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

▼
内　
　

容　

ク
リ
ス
マ
ス
会

ご
希
望
の
方
は
、
さ
く
ら
児
童
館
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

	

生
活
福
祉
課
☎
（
５
８
）
８
２
０
３	

　

任
期
満
了
に
伴
う
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改

選
が
行
わ
れ
、
12
月
１
日
付
け
で
次
の
方
々
が
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３

年
で
す
。

　

な
お
、
主
任
児
童
委
員
あ
わ
せ
合
計
33
人
の
み

な
さ
ん
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
み
な
さ
ん
改
選

氏   名 住　　所 担　当　区
中西美千代 原1541 原（1～5組）　　
加納　多加 原898 原（6～13組）
新谷　 之 矢野895 矢野、積良、山神
永田　正勝 矢野579-246 玉城苑
藤川　幸子 蚊野2044-2 蚊野茶屋、ピュアタウン蚊野
谷口　壽男 勝田2830 田宮寺、勝田
小林　茂子 蚊野1825 蚊野、松ヶ原、野篠
出口　武 勝田2204-120 浜塚団地、公園通り
大橋　眞弓 佐田1175 上町、本町、浦町、三ツ橋
前田　圭枝 田丸120-2 魚町、大手町
中川　正彦 田丸192-3 勝田町
矢土　敏久 佐田300-1 殿町、板屋町、萱町
阪本　滿治 佐田863-1 栄町1区、アパート
西村　武夫 佐田1004 新田町1・2・5・6・7・9組
田中　泰男 妙法寺613-38 新田町3・4・8組、城東すみれ団地
尾上　利幸 妙法寺623-1 第1・2城東団地
髙田　元弘 上田辺448-7 羽根、茶屋、ホームタウン上田辺
小田たづ子 下田辺588 下田辺、城西
田所　充子 上田辺762-11 西世古、朝久田
穂積　和子 佐田67 元町、南新町
松田　敏己 佐田479-4 栄町3・4区
奥野　智文 佐田1675 栄町2区、養殖研
西岡　正雄 井倉29 長更、井倉、世古
荻田　清一 坂本268-1 門前、坂本、日向
小林　久子 玉川175 岡村、上玉川、下玉川、平
山路まゆみ 妙法寺405 妙法寺
森本　幸彦 久保87-1 中楽、久保
中野　和子 中楽724-8 荒子団地、伊勢団地
中井　節夫 宮古1288 宮古、岡出
日置　瑞美 冨岡268 冨岡、小社、曽根、山岡

村井　幸洋 岩出1233 昼田、中角、岩出、ファーストタ
ウン中角

■主任児童委員
伊藤　正明 岡村133
秋山　則子 上田辺577-10

De c e m b e r

I nform
ation

T
am

aki N
ew

s

12

玉
城
の
風
物
詩
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

始
ま
る

期間内にはイベントを企画中

■民生委員・児童委員	（平成 19 年 12 月１日～ 22 年 11 月 30 日）
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保
健
事
業
だ
よ
り

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
（
５
８
）
７
３
７
３

■
個
別
乳
が
ん
検
診

▼
検
診
日　

1
月　

毎
週
火
曜
日

▼
受　
　

付　

午
後
1
時
30
分
～
2
時
45
分

▼
場　
　

所　

玉
城
病
院

▼
対　
　

象　

40
歳
以
上
の
女
性

▼
内　
　

容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
、
超
音
波

検
診
、
医
師
に
よ
る
視
触
診

▼
料　
　

金　
７
０
０
円（
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
）

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
3
歳
児
健
康
診
査

▼
日
に
ち　

12
月
5
日（
水
）

▼
受　
　

付　

午
後
0
時
50
分
～
1
時
20
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
16
年
6
月
1
日
～
7
月
31
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
ま
た
は
前
回

未
受
診
の
お
子
さ
ん

※
該
当
児
に
は
、
個
人
通
知
し
ま
す
。

■
歯
っ
ぴ
い
教
室

▼
日
に
ち　

12
月
6
日（
木
）

▼
受　
　

付　

午
後
1
時
15
分
～
1
時
30
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
17
年
8
月
～
10
月
生
ま
れ
の

お
子
さ
ん
ま
た
は
前
回
未
受
診
の

お
子
さ
ん

▼
内　
　

容　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
話
、ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
、歯
科
健
診
及
び
フ
ッ

素
塗
布
体
験

※
該
当
児
に
は
、
個
人
通
知
致
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
７
カ
月
児
相
談

▼
日
に
ち　

12
月
13
日（
木
）

▼
受　
　

付　

午
後
１
～
２
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
19
年
4
月
16
日
～
5
月
15
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

▼
内　
　

容　

身
体
計
測
、
問
診
、
離
乳
食
相
談
、

　
　
　
　
　

育
児
相
談

■
介
護
教
室

▼
日　
　

時　

12
月
23
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
場　
　

所　

玉
城
病
院　

リ
ハ
ビ
リ
室

▼
内　
　

容　

移
動
の
動
作
～
相
手
の
力
を
引
き

出
し
て
～

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
５
８
）
６
９
１
５

　
　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）　
　
　
　
　

■
リ
サ
イ
ク
ル
品
、
出
品
募
集
中
！

　

２
月
10
日（
日
）
保
健
福
祉
会
館
に
お
い
て
『
元

気
で
す　

た
ま
き
』
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
が
着
な
く
な
っ
た
「
制
服
」
や
「
体

操
服
」「
ス
モ
ッ
ク
」
な
ど
（
ま
だ
着
ら
れ
る
き

れ
い
な
も
の
に
限
る
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
絵
本
」
や
「
お
も
ち
ゃ
」「
学
用
品
（
鍵

盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
）」、
ま
だ
ま
だ
使
え
る
物
も

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

　

あ
な
た
に
と
っ
て
の
不
用
品
を
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
も
同
時
募
集
で
す
。

締
め
切
り
：
平
成
20
年
１
月
18
日（
金
）
ま
で
。

町立保育所園庭開放のご案内
○日時　12 月 19 日（水）午前中　第 3 水曜日
○場所　各町立保育所　　※お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします。

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

▼
日　
　

時　

12
月
10
日（
月
）・
20
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
～
３
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員　

民
生
委
員
・
行
政
相
談
員
・

　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日　
　

時　

12
月
12
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
内　
　

容　

ク
リ
ス
マ
ス
会
・
薬
剤
師
さ
ん
に

よ
る
お
話

　
　
　
　
　
　

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
も
行
い
ま
す

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
持
ち
物　

１
０
０
円
く
ら
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
（
未
使
用
品
に
限
る
）

■
12
月
の
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日　
　

時　

12
月
21
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
対
象
者　

０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

■
「
玉
城
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
12
月

の
予
定

▼
日　
　

時　

12
月
5
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
4
時
～
4
時
30
分

▼
会　
　

場　

さ
く
ら
児
童
館

▼
日　
　

時　

12
月
12
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
45
分
～
4
時
15
分

▼
会　
　

場　

梅
が
お
か
児
童
館

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
飯
田

啓
子
さ
ん
☎
（
５
８
）
４
６
０
０
へ
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☎
０
５
９
（
２
５
９
）
１
１
７
７

　

本
校
は
、人
間
理
解
と
人
間
尊
重
を
基
盤
と
し
、

看
護
の
専
門
職
業
人
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
材
育
成
を
教
育
理
念
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

看
護
師
へ
の
意
欲
を
持
っ
た
方
の
受
験
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

一
般
入
学
試
験

・
平
成
20
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
又
は

高
等
高
校
を
卒
業
し
た
も
の

・
高
等
高
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

▼
募
集
期
間　

平
成
19
年
12
月
18
日
～
20
年
１
月

15
日　

午
後
5
時
必
着

【
試
験
日
等
】

▼
試
験
日
：
平
成
20
年
１
月
22
日

▼
試
験
科
目
：
国
語
総
合
（
現
代
文
の
み
）、

　
　
　
　
　
　

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、
数
学
Ⅰ
、
面
接

▼
合
格
発
表
：
平
成
20
年
１
月
31
日

三
重
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー
付
属
三
重

中
央
看
護
高
校　

学
生
徒
募
集

伊
勢
警
察
☎
（
２
０
）
０
１
１
０

　

最
近
町
内
で
運
勢
を
占
っ
た
り
、
悩
み
ご
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
と
い
う
ふ
れ
こ
み
で
誘
い
込

み
、
開
運
の
印
鑑
を
作
ら
せ
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
で

不
安
で
あ
れ
ば
い
い
場
所
を
紹
介
す
る
と
言
っ

て
、
多
額
の
お
布
施
（
寄
附
）
を
募
る
詐
欺
が
発

覚
し
ま
し
た
。

　

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
伊
勢
警
察
な
ど
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

詐
欺
に
ご
注
意

伊
勢
地
域
事
務
所
☎
（
２
３
）
３
８
８
０

　

次
の
よ
う
に
平
成
19
年
度
自
衛
官
等
を
募
集
し

ま
す
。

■
２
等
陸
海
空
士
（
男
子
）

▼
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

▼
受
付
期
日　

12
月
14
日（
金
）
締
切

▼
試
験
期
日　

12
月
15
日（
土
）

■
自
衛
隊
生
徒

▼
受
験
資
格　

中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
男
子

▼
受
付
期
日　

平
成
20
年
１
月
８
日（
火
）
締
切

▼
試
験
期
日　

平
成
20
年
１
月
12
日（
土
）

平
成
19
年
度
自
衛
官
等
募
集
案
内

警
察
本
部
ス
ト
ー
カ
ー
対
策
室

☎
０
５
９
（
２
２
２
）
０
１
０
０

　
「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法

律
」
及
び
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被

害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の
法
施
行
後
、
警

察
に
は
多
数
の
相
談
等
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
の
被
害
は
、
被
害
者
が
警

察
や
関
係
機
関
に
早
い
段
階
で
相
談
す
れ
ば
、
被

害
者
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
が
図
ら
れ
、
迅
速
な

解
決
が
見
込
め
ま
す
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
の
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
る

方
は
、ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、警
察
本
部
ス
ト
ー
カ
ー

対
策
室
又
は
、
お
近
く
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在

所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
ト
ー
カ
ー
被
害
や
Ｄ
Ｖ
被
害

の
早
期
相
談
に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
☎
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
広
域
通
信
制
高
等
学
校
、
福
祉

通
信
教
育
、お
よ
び
生
涯
学
習
通
信
講
座
の
学
生
・

受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の

案
内
書
・
願
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
内
容

高
等
学
校　

普
通
科

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
利
用
し
て
３
年
で
高
校
卒

業
資
格
取
得
）

専
攻
科　

社
会
福
祉
コ
ー
ス

（
介
護
福
祉
士
受
験
資
格
取
得
・
２
年
制
）

社
会
福
祉
士
養
成
課
程

（
社
会
福
祉
士
受
験
資
格
取
得
・
２
年
制
）

生
涯
学
習
通
信
講
座

（
趣
味
か
ら
資
格
ま
で
全
２
０
０
コ
ー
ス
以
上
）

▼
問
合
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
、
案
内
書
請
求

　

０
１
２
０
（
０
６
）
８
８
８
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

平
成
20
年
度
入

学
生
・
受
講
者
募
集
中
！

平
成
20
年
玉
城
町
成
人
式

中
央
公
民
館
☎
（
５
８
）
６
３
３
１

　

平
成
20
年
成
人
式
を
次
の
よ
う
に
開
催
い
た
し

ま
す
。
新
成
人
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日　
　

程　

平
成
20
年
１
月
13
日（
日
）

▼
受
付
開
始　

午
前
9
時
30
分

▼
式
典
開
始　

午
前
10
時

▼
会　
　

場　

中
央
公
民
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

な
お
、
式
典
の
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
当
町
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
12
月
14
日（
金
）

ま
で
に
中
央
公
民
館
へ
、
住
所
、
氏
名
、
世
帯
主

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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国
民
生
活
金
融
公
庫
伊
勢
支
店

☎
（
２
４
）
５
１
９
１

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
は
、
政
府
系
金
融
機
関
と

し
て
、
主
に
中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
の
た
め
の
事

業
資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

商
品
の
仕
入
れ
資
金
な
ど
の
運
転
資
金
や
店
舗
改

装
、機
械
導
入
な
ど
の
設
備
資
金
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
事
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
か

た
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
普
通
貸
付

・
融
資
金
額　

４
、
８
０
０
万
円
以
内

・
利　
　

率　

年
２
・
５
％
～
（
固
定
金
利
）

・
返
済
期
間　

運
転
資
金　

５
年
以
内

　
　
　
　
　
　
設
備
資
金　

10
年
以
内

▼
新
規
開
業
資
金

・
融
資
金
額　

７
、
２
０
０
万
円
以
内

・
利　
　

率　

年
２
・
５
％
～
（
固
定
金
利
）

・
返
済
期
間　

運
転
資
金　

５
年
以
内

　
　
　
　
　
　
設
備
資
金　

15
年
以
内

※
運
転
資
金
に
つ
い
て
は
、
特
に
必
要
な
場
合
７

年
ま
で
延
長
可
能
な
制
度
も
あ
り
ま
す
。

※
利
率
は
平
成
19
年
10
月
11
日
現
在

国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資
制
度

三
重
労
働
局
総
務
部
企
画
室

☎
０
５
９
（
２
２
６
）
２
１
１
０

　

解
雇
、
退
職
勧
奨
、
配
置
転
換
、
職
場
で
の
い

じ
め
・
嫌
が
ら
せ
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、「
①
総
合
労

働
相
談
、
②
民
事
判
例
等
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
、

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
お
手
伝
い

～
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
～

警
察
本
部
交
通
規
制
課

☎
０
５
９
（
２
２
２
）
０
１
１
０

伊
勢
警
察
交
通
課
☎
（
２
０
）
０
１
１
０

　

三
重
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

平
成
19
年
9
月
28
日
か
ら
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
へ
の
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
（
以
下
「
標

章
」
と
い
う
）
の
交
付
方
法
や
交
付
対
象
が
変
わ

り
ま
し
た
。

　

身
体
障
が
い
者
等
駐
車
禁
止
除
外

指
定
車
標
章
に
つ
い
て

身
体
障
が
い
者
等
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
と
は

　

駐
車
禁
止
区
域
で
や
む
を
得
ず
一
時
駐
車
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、
当
該
標
章
を
車

両
の
判
り
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
使
用
し
て
い
る
こ
と
を

周
囲
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

障がいの区分 身体障がい者 戦傷病者

視 覚 障 が い １級から４級の１ 特別項症から
第４項症

聴 覚 障 が い ２級及び３級 特別項症から
第４項症

平 衡 機 能 障 が い ３級 特別項症から
第４項症

上 肢 不 自 由 １級から２級の２ 特別項症から
第３項症

下 肢 不 自 由 １級から３級の１ 特別項症から
第３項症

体 幹 不 自 由 １級から３級 特別項症から
第４項症

乳 幼 児 期 以 前 の
非 進 行 性 の 脳
病 変 に よ る 運
動 機 能 障 が い

上肢機能：１級及
び２級

（一上肢のみに運
動機能障がいがあ
る場合を除く）
移動機能：１級か
ら３級

（一下肢のみに運
動機能障がいがあ
る場合を除く）

心 臓 機 能 障 が い １級及び３級 特別項症から
第３項症

じ ん 臓 機 能
障 が い １級及び３級 特別項症から

第３項症
呼 吸 器 機 能
障 が い １級及び３級 特別項症から

第３項症
ぼ う こ う 又 は
直 腸 の 機 能
障 が い

１級及び３級 特別項症から
第３項症

小 腸 機 能 障 が い １級及び３級 特別項症から
第３項症

ヒ ト 免 疫 不 全
ウ イ ル ス に よ る 
免 疫 機 能 障 が い

１級から３級

区分 障がいの程度
知 的 障 が い 者 重度（Ａ１・Ａ２）
精 神 障 が い 者 １級

駐車禁止除外措置の対象となる障がいの程度 ③
三
重
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
重
労
働
局
総
務
部
企
画

室
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

三
重
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
m

ie.plb.go.jp/

）
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

主
な
改
正
点

1
、
標
章
交
付
が
車
両
特
定
交
付
か
ら
本
人
交
付

に
変
わ
り
ま
し
た
。

＊
車
両
を
所
有
し
て
い
な
い
方
で
も
標
章
の
交

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

＊
タ
ク
シ
ー
や
他
の
方
の
車
両
に
乗
車
す
る
場

合
も
標
章
が
使
用
で
き
ま
す
。

2
、
精
神
障
が
い
者
を
新
た
に
標
章
の
交
付
対
象

と
し
ま
し
た
。

3
、
交
付
対
象
者
の
範
囲
を
見
直
し
ま
し
た
。

4
、
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
も
駐
車
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
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三
重
県
視
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９
（
２
２
８
）
６
３
６
７

　

視
覚
障
が
い
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る

人
に
、
点
訳
技
術
の
指
導
を
行
い
、
点
字
図
書
の

増
加
を
図
り
ま
す
。

▼
日　
　

時　

平
成
20
年
２
月
８
日（
金
）、
13
日

（
水
）、
15
日（
金
）、
20
日（
水
）、

22
日（
金
）、
27
日（
水
）
の
６
日
間

　
　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
～
午
後

3
時
30
分

▼
場　
　

所　

三
重
県
視
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
定　
　

員　

50
名　

▼
受
講
者　

県
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
者

　
　
　
　
　
　

右
記
の
６
回
の
講
習
会
に
参
加
で

き
る
方
。
な
お
、
こ
の
講
習
会
を

受
講
さ
れ
た
方
を
対
象
に
し
て
、

平
成
20
年
４
月
以
降
に
中
級
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

▼
受
講
料

　

無
料
、
但
し
教
材

と
し
て
点
字
を
書

く
道
具
（
１
、
６

０
０
円
）
と
テ
キ

ス
ト
代
（
６
３
０

円
）
が
必
要

▼
申
込
期
間

　

平
成
20
年
１
月
11

日（
金
）ま
で

お
問
い
合
わ
せ
は
三

重
県
視
覚
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
（
担
当

　

大
沢
）
へ

歴史こぼれ噺

前
回
は
、
飢
え
に
苦
し
む
庶
民
の
下
層
階

級
の
人
々
は
、
統
治
者
に
満
足
に
救
済
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
、
庶
民
の
中
の
富
裕
な

人
々
の
合
力
（
食
料
代
の
給
付
）
に
よ
り
、

生
き
延
び
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
事
態
と

な
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

歴史こぼれ噺
　ばなし

八

　

こ
の
「
合
力
」
や
「
飢
人
」
の
言
葉
は
『
田
丸

城
古
記
抜
書
』
の
冒
頭
、
万
治
（
一
六
五
八
）
の

時
代
か
ら
記
録
に
出
て
く
る
が
、
正
徳
、
享
保
の

時
代
に
入
る
と
続
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
、

幕
末
期
ま
で
百
三
十
年
間
政
策
的
に
改
善
さ
れ
る

こ
と
も
な
く
、
延
々
と
続
い
た
。

　

読
者
の
な
か
に
は
、
何
故
紀
伊
徳
川
家
は
統
治

の
基
本
で
あ
る
民
心
の
安
定
の
た
め
、
御
勝
手
不

如
意
を
解
消
し
、
百
姓
の
富
裕
階
層
と
歩
調
を
合

わ
せ
て
飢
人
の
救
済
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
と
、
疑
問
を
持
た
れ
る
方
も
あ
る
と
思
う
。

　

こ
の
疑
問
に
対
す
る
解
答
と
し
て
は
、
江
戸
時

代
の
封
建
的
統
治
体
制
の
本
質
に
付
い
て
、
考
え

を
進
め
れ
ば
、
直
ぐ
に
正
答
が
引
き
出
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

　

①
統
治
の
理
念
は
、
民
心
の
安
定
で
は
な
く
、

統
治
体
制
の
確
立
と
維
持
が
、
そ
の
内
容
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
先
ず
、
徳
川
家
存
続
を

確
実
に
実
現
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
財
政
基
盤

で
あ
る
「
年
貢
の
徴
収
」
を
徹
底
す
る
。

　

こ
の
方
針
が
、
統
治
の
最
優
先
課
題
で
あ
り
、

従
っ
て
、百
姓
や
町
人
は
、そ
の
統
治
方
針
に
の
っ

と
っ
て
統
治
体
制
に
貢
献
す
る
者
に
の
み
、「
活

か
さ
ず
殺
さ
れ
ず
」
生
存
す
る
事
を
認
め
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
方
針
に
外
れ
る
者
に
対
し
て
は
、
厳

し
く
対
処
し
た
こ
と
は
、
既
定
の
事
実
で
あ
る
。

百
姓
一
揆
に
対
す
る
厳
罰
主
義
、
年
貢
不
納
者
へ

の
追
放
措
置
、
頑
固
な
身
分
制
度
の
保
持
な
ど
、

ど
れ
も
、
徳
川
封
建
体
制
の
堅
持
が
目
的
と
な
っ

て
い
る
。

　

又
、「
御
勝
手
不
如
意
」の
解
消
問
題
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
真
剣
に
取
り
組
み
は
じ
め
る
と
、
結
果
と

し
て
、
徳
川
支
配
体
制
の
解
体
に
通
じ
る
こ
と
と

な
り
、
結
局
封
建
体
質
が
持
つ
致
命
的
欠
陥
で
あ

る
と
い
え
る
。

　

具
体
的
に
説
明
す
る
と
、

（
一
）
徳
川
家
の
財
政
上
の
不
均
衡
、
つ
ま
り
徳

川
家
が
収
納
す
る
財
力
と
な
る
も
の
、
年
貢
（
支

配
領
地
か
ら
の
納
入
さ
れ
る
石
数
約
二
十
八
万

石
）
冥
加
金
・
上
納
金
・
流
通
商
品
へ
の
課
税
・

貸
し
付
け
金
利
息
等
。
こ
の
内
、
冥
加
金
以
下
の

額
は
公
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
総
額
が
、

次
に
挙
げ
る
諸
経
費
よ
り
、
少
な
い
の
で
あ
る
。

（
二
）
紀
伊
徳
川
家
一
族
の
生
活
経
費
（
総
額
は

公
表
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。）
や
、
家
臣
団
の
俸

祿
（
家
禄
や
役
禄
・
給
与
の
事
、
こ
れ
は
御
三
家

の
中
で
も
、
特
に
多
く
、
相
当
な
重
負
担
で
あ
っ

た
。）、
更
に
、
紀
伊
徳
川
家
は
、
江
戸
市
中
に
十

箇
所
、
邸
宅
が
あ
り
、
と
く
に
中
屋
敷
は
、
征
夷

大
将
軍
が
度
々
来
訪
し
、
紀
伊
徳
川
家
の
当
主
は
、

そ
の
都
度
、
相
当
な
饗
応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
屋
敷
は
、
江
戸
期
に
十
度

も
火
災
に
遭
い
、
全
焼
し
た
。
そ
の
度
に
豪
壮
な

建
物
を
建
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
回
十

数
万
両
の
経
費
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
領
内
の
百
姓
や
商
人
の
負
担
は
勿
論
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
【
原
作
提
供
者　

加
納
利
和
】

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
の
開
催

に
つ
い
て
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10 ビデオレポート00
9

11

特別番組

6

7
8

00
00

0 ビデオレポート00

1 00
2
3

4 00

ビデオレポート

ビデオレポート

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

特別番組

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

00 ／ 15 
30 ／ 45

知っ得　納得①
知っ得　納得②
ちょっと玉城①
ちょっと玉城②

00
15 
30
45

5

7 特別番組00
8

9
10 ビデオレポート00

11 00
12

1 知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

2 番組終了

特別番組

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

6 ビデオレポート00

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

たまきチャンネルたまきチャンネル
番組に関するお問い合わせ…
役場総務課広報公聴 TEL 58-8200
放送に関するお問い合わせ…
㈱アイティービー制作部 TEL 27-0700

CATV
10ch ...

11月25日～12月24日番組予定

・番組の紹介、行政情報など

ビデオレポート

注意：番組は予告なく変更する場合があります。

議会放送（終了まで）
　町議会が開催される当日午後 9 時から録画放送。
　また、議会閉会翌週午前 9 時から再放送をします。

特別番組

（毎週土曜日に更新）
町内での催しなどを取材。（放送期間＝ 2 週間）

（毎月1日・16日に更新）
 行政・広報番組、企画・特別編集番組など	

知っ得　納得（毎月5日・20日に更新）
役場職員が、町の事業紹介、お知らせなど

ちょっと玉城（毎週月曜日更新）
町のお知らせ番組（音声付文字情報）

00

議 会 放 送
（議会終了まで）

当日録画

【11 月 24 日～】
　・秋の全国火災予防運動
　・親子のつどい（下外城田保育所）
　・ボランティア活動（勤生協）　　  　など

【12 月 1 日～】
　・５歳児生活発表会（田丸保育所）
　・玉丸城太鼓記念公演　　　　　　　など

【12 月 8 日～】
　・音楽のつどい（町 PTA 文化行事）　など

【12 月 15 日～】
　・町ソフトバレーボール大会　　　　など

【12 月 1 日～】
　・玉城町文化協会　芸能発表会①　　など

【12 月 16 日～】
　・玉城町文化協会　芸能発表会②　　など

【12 月 5 日～】
　・町の防災力	

【12 月 20 日～】
　・リサイクルへの取り組み

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

議 会 放 送
（議会終了まで）

翌週録画

玉
城
町
図
書
館　

☎
（
５
８
）
８
２
１
２

　

玉
城
町
図
書
館
で
は
、
今
月
も
旬
の
本
・
話
題
の

本
を
取
り
揃
え
、
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
貸
出
期
間
は

14
日
間
で
す
。
な
お
、
新
規
で
ご
利
用
の
方
は
図
書

カ
ー
ド
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
町
内
在
住
・

在
勤
者
の
み
。
登
録
の
対
応
時
間　

月
～
金
曜
ま
で

の
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
。
な
お
、
登

録
の
際
、
身
分
証
明
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
）

●
購
入
図
書

本
多　

孝
好
「
正
義
の
ミ
カ
タ
」

大
森
寿
美
男
「
風
林
火
山　

山
の
巻
」

五
木　

寛
之
「
私
訳　

歎
異
抄
」

な　
　
　

お
「
１
億
５
千
万
円
の
恋
」

森
見
登
美
彦
「
新
釈　

走
れ
メ
ロ
ス
」

村
上　
　

龍
「
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
希
望
」

岡
田
斗
司
夫
「
い
つ
ま
で
も
デ
ブ
と
思
う
な
よ
」

江
原　

啓
之
「
天
国
へ
の
手
紙
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
「
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

　
　
　
　
　
　

激
動
の
大
地
を
ゆ
く 

上
」

重
里　

徹
也
「
文
学
館
へ
の
旅
」

文
芸
春
秋　

「
藤
沢
周
平
全
集
（
一
）（
二
）」

（
絵
本
）

な
か
や
み
わ｢

そ
ら
ま
め
く
ん
と
め
だ
か
の
こ
」

せ
な
け
い
こ
「
く
い
し
ん
ぼ
う
さ
ぎ
」

の
書
図
着
新

せ
ら
し
お

図
書
館
で
購
入
し
た
い
本
の
リ

ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
玉

城
町
図
書
館
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。（
予
算
、
内
容
に
照
ら
し
、

購
入
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。）



  （社）三重県宅地建物取引業協会会員      ・ （社）全国宅地建物取引業保証協会会員
 宅地建物取引業 三重県知事免許（2）第2694号 ◎契約には、仲介手数料が必要です。 

ゆたかな暮らしのお手伝い

58-62720596玉城町蚊野2063番地89

プラス ワン
0800-2000-366

  蚊野 家賃5.5万円 4DK駐車1台

 蚊野 家賃６万円 6DK＋車庫  敷地163坪

 原  家賃６万円 2DK+離れ7.5帖 駐車5台可  

売家 蚊野 価格850万円 7LDK 駐車3台 

  勝田  家賃 5.3万円 2DK 駐車2台・共益費込み

貸
家

勝田   家賃 4.3万円 1DK 駐車1台・共益費込み

物件により各々、 敷金・礼金等が必要です。○

ア
パ
ー
ト

不
動
産
情
報

・田丸小学校区で、８０～１００坪ぐらいの土地
・平屋の戸建てて住宅

貸
店
舗

貸
事
務
所

 蚊野 店舗  家賃 5万円 47.9㎡（14坪）駐車5台
  中楽  事務所 家賃 6.2万円 駐車3台

探しています

　12 月 3 日（月）　17 日（月）　1 月 7 日（月）
時　間　午前 10 時～ 11 時 30 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
対　象　40 歳以上の方
内　容　手遊び、簡単なストレッチ体操、健康おんしさんに
　　　　よる体操など
お問い合わせは、健康管理センターへ

第416号　平成19年12月号編集：広報たまき編集委員会
発行：玉城町役場総務課
〒519-0495　三重県度会郡玉城町田丸114-2　
TEL 0596-58-8200   FAX0596-58-4494
Home Page http://www.town.tamaki.mie.jp   
e-mail info@town.tamaki.lg.jp
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■玉城町役場（総務課）	 TEL58-8200　FAX58-4494
●税務住民課	 TEL58-8201
●生活福祉課	 TEL58-8203
●上下水道課	 TEL58-8207
●建設産業課	 TEL58-8205
●農林商工課	 TEL58-8204
●出納室	 TEL58-8210
●議会事務局	 TEL58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）	TEL58-8212
■玉城病院	 TEL58-3039
■介護老人保健施設ケアハイツ玉城
　・介護老人保健施設	 TEL58-3770
　・訪問看護ステーション	TEL58-8117
　・訪問介護	 TEL58-8117
　・居宅介護支援事務所	 TEL58-8822
■健康管理センター	 TEL58-7373
　（地域包括支援センター）
■保健福祉会館	 TEL58-8000
■社会福祉協議会	 TEL58-6915
■中央公民館	 TEL58-6331
■アスピア玉城
　　玉城ふれあいの館	 TEL58-8800
　　（弘法温泉）
　　ふるさと味工房	 TEL58-8686
■さくら児童館	 TEL58-8527
■梅がおか児童館	 TEL58-8345

TEL 58-8213
休日・夜間当直室

まちかど掲示板

毎月 20 日開催
時　間　午後１時 30 分～４時
場　所　健康管理センター
お問い合わせは、健康管理センターへ

介護相談

いきいきクラブ

　町税などの納期は、期限を守って納めてください。
納期は次のとおりです。
●固定資産税（第４期）
　12 月 25 日（火）
お問い合わせは、税務住民課へ
●国民健康保険料・介護保険料（第 9 期）
　12 月 25 日（火）
お問い合わせは、生活福祉課へ

町税など納期のお知らせ

　12 月 6 日（木）　1 月 17 日（木）
時　間　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
お問い合わせは、健康管理センターへ

健康相談

　12 月 13 日（木）
受　付　午前 10 時～ 11 時 30 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
対　象　生後２カ月～未就園のお子さん
内　容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子健康手帳をお持ちください
お問い合わせは、健康管理センターへ

乳幼児相談
今 月 の 表 紙

撮影 : 広報編集委員会

（平成 19 年 10 月 31 日現在）

（　）は 10 月 1 日以降の増減

人 の 動 き

玉城町役場は 8：30am～7：00pm まで開庁しています
住民票、所得証明、各種申請、相談など、どうぞご利用ください。

有 料 広 告

　12 月 5 日（水）　19 日（水）
時　間　午前 10 時～午後 4 時
場　所　健康管理センター
予約は、生活福祉課へ

障害者相談支援センター「ブレス」巡回相談日

　10～ 11月にかけて緑、
花色白や紅、空色が町内
各地で広がりました。ア
スピア玉城のコスモス畑
でも撮影・観賞する来場
者が見受けられました。

人 口　15,202 人（＋15人）
男　　　7,430 人（＋13人）
女　　　7,772 人（＋　2人）
世帯数　  4,880 世帯（＋    7世帯）
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